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参加資格審査申請時必要書類一覧表

代表企業名　　　　　　　　　　　　　　

	様式No
	提出書類の種類
	入札
参加者
確認
	市
確認

	様式Ⅱ-1
	参加資格審査申請時必要書類一覧表
	☐
	☐

	様式Ⅱ-2
	参加表明書
	☐
	☐

	様式Ⅱ-3
	共同企業体構成企業一覧
	☐
	☐

	様式Ⅱ-4
	委任状（代表企業）
	☐
	☐

	様式Ⅱ-5
	入札参加資格確認申請書
	☐
	☐

	様式Ⅱ-6
	構成企業の実績に関する調書
	☐
	☐

	様式Ⅱ-7
	配置予定の統括責任者及び監理技術者に係る調書
	☐
	☐

	様式Ⅱ-8
	配管工事の担当技術者に係る調書
	☐
	☐


提出書類の種類を確認し、『入札参加者確認欄』にチェックをして下さい。



[bookmark: _Toc2609655][bookmark: _Toc2609730][bookmark: _Toc2610426]
令和　　年　　月　　日
参加表明書

（宛先）福井市上下水道事業管理者


代表企業　所　 在　 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代 表 者 名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

令和８年４月●日付けで入札公告のありました、九頭竜浄水施設更新事業の競争入札に　　　　　　　　　　　　　※1（グループ）として参加することを、共同企業体構成企業一覧及び委任状を添えて表明します。なお、どの構成企業も、他の入札参加グループの構成企業として九頭竜浄水施設更新事業の入札に参加しないことを誓約します。

■企業一覧
	番
号
	代表／構成
	企業の役割
	企　業　名

	
	
	土木･建築
工事
	機械
工事
	管
工事
	

	①
	代表企業
	
	
	
	所在地
商号又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　

	②
	構成企業１
	
	
	
	所在地
商号又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　

	③
	構成企業２
	
	
	
	所在地
商号又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　

	④
	構成企業３
	
	
	
	所在地
商号又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　

	⑤
	構成企業４
	
	
	
	所在地
商号又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　


※1　代表企業名を記載。
※ 　代表企業、構成企業の企業の役割について、該当箇所に〇印をつけること。
※ 　共同企業体の協定書を添付すること。
※ 　構成企業が５者以上となった場合は、行と列を追加して記載すること。
※ 　通し番号と次項、共同企業体構成企業一覧と整合を保つこと。


[bookmark: _Hlk153894359]共同企業体構成企業一覧
	①　代表企業：　　　　工事

	
所在地
商号又は名称
代表者名	

担当者　氏　名
所　属
所在地
電　話	ＦＡＸ
電子ﾒｰﾙ



	②　構成企業1：　　　　工事

	
所在地
商号又は名称
代表者名	

担当者　氏　名
所　属
所在地
電　話	ＦＡＸ
電子ﾒｰﾙ



	③　構成企業2：　　　　工事

	
所在地
商号又は名称
代表者名	

担当者　氏　名
所　属
所在地
電　話	ＦＡＸ
電子ﾒｰﾙ





（様式 Ⅱ-3　つづき）
共同企業体構成企業一覧のつづき
	④　構成企業3：　　　　工事

	
所在地
商号又は名称
代表者名	

担当者　氏　名
所　属
所在地
電　話	ＦＡＸ
電子ﾒｰﾙ



	⑤　構成企業4：　　　　工事

	
所在地
商号又は名称
代表者名	

担当者　氏　名
所　属
所在地
電　話	ＦＡＸ
電子ﾒｰﾙ


· 　構成企業が５者以上となった場合は、枠を追加して記載すること。





令和　　年　　月　　日
委　任　状（代表企業）

（宛先）福井市上下水道事業管理者

（委任者）※
構成企業1　所   在   地　
商号又は名称　
代表者名　	㊞

構成企業2　所   在   地　
商号又は名称　
代表者名　	㊞

構成企業3　所   在   地　
商号又は名称　
代表者名　	㊞

構成企業4　所   在   地　
商号又は名称　
代表者名　	㊞
※構成企業が５者以上となった場合は、行を追加して記載すること。

私は、貴市における九頭竜浄水施設更新事業に係る次の事項に対し、下記の者を代理人と定め、次の権限を委任します。
1　本事業に関する入札への参加表明について
2　本事業に関する入札への参加資格審査申請について
3　本事業に関する入札辞退について
4　本事業に関する入札及び提案について
5　本事業に関する事業契約締結までの契約に関することについて

記
（受任者）
代表企業　　　所   在   地　
商号又は名称　
代表者名　	　　㊞


入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日


（宛先）福井市上下水道事業管理者



所　在　地　　

商号又は名称　

代表者名　　　　　　　　　　　　　　㊞




令和８年４月●日付で入札公告のありました、九頭竜浄水施設更新事業に係る入札に参加する資格の確認を受けたいので、下記の書類を添えて申請します。
なお、添付資料の内容については、事実と相違ないことを誓約します。



記


１ 資本的関係又は人的関係に関する申告書（様式第4号：福井市「入札の広場」様式）
２ 上記案件に係る入札公告で定められた入札参加者に必要な資格等を証する書類



申請内容に 関する照会先
商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　　
担当部署：　　　　　　　　　　　　　　　　
担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　
ＦＡＸ番号：　　　　　　　　　　　　　　　　


構成企業の実績に関する調書

商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	構成企業の区別
(該当箇所に〇印を記載)
	土木・建築工事
（市内又は準市内）
	機械工事
	機械工事
（市内）

	
	
	
	

	工事名称等
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	施工場所
	

	
	契約金額
	円（消費税及び地方消費税相当額含む）

	
	竣工年月
	　　　　年　　月　　日

	
	受注形態
	単　体　／　共同企業体（出資比率　　　％）

	工事概要
	施設名称
	

	
	工事内容
	


※　記載した工事の契約内容及び工事の内容が確認できる仕様書等の写し（CORINS等）を添付すること。
※　記載する実績は、1件のみとすること。
※　構成企業ごとに作成すること。
※　設計業務を行う企業を構成企業とする場合は、入札説明書P.14 3(1)ケの要件を示した調書を別途作成すること。









配置予定の統括責任者及び監理技術者に係る調書

	企業名称
（ＪＶ名称）
	

	件名
	九頭竜浄水施設更新事業

	[bookmark: _Hlk96429604]配置予定の者（複数名記入可）
	統括責任者
	

	
	監理技術者※
	代表企業：

	
	
	構成企業1：

	
	
	構成企業2：

	
	
	構成企業3：

	
	
	構成企業4：

	他工事との兼務の有無
	上記の者を他工事と兼務させる予定である場合は、兼務可能な条件に合致することを各工事の発注者に確認し、右の欄にチェックすること。
	□


※　構成企業が５者以上となった場合は、行を追加して記載すること。

注１　配置予定の統括責任者及び監理技術者について記入すること。
※本事業に関しては、本調書で提出した統括責任者及び監理技術者のみ配置することができる。落札決定後の追加・差替え等は認めない。ただし、本調書に複数名の者を記入して提出した場合は、提出した者の中から、本事業に配置する者を選択することができる。
注２　配置を予定する者について、入札書提出日以前３か月以上の直接的雇用関係が分るもの（雇用保険証の写し等）をそれぞれ添付すること。加えて、監理技術者に配置を予定する者については、資格証明書（入札書提出時点において有効なもの）の写し等を添付すること。
注３　本事業における統括責任者及び監理技術者は、同一人が兼ねることができる。
注４　他の工事の統括責任者や監理技術者と、本事業の統括責任者や監理技術者とを兼務させて配置しようとするときは、必ず事前に各工事の発注者にて兼務可能な条件に合致するか確認をすること。
注５　入札書提出日において他の工事の統括責任者や監理技術者と重複しており、かつ本事業と兼務が不可能である者をもって申請する場合は、別紙の誓約書、並びに本事業の開始日までに重複関係が解消できることを証明する資料（重複する他の工事の検査が、開始日までに確実に終了することが確認できる資料等）を提出すること。

（様式 Ⅱ-7　別紙）
令和　　年　　月　　日

（宛先）福井市上下水道事業管理者


所　 在　 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代 表 者 名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


配置予定者に係る誓約書


九頭竜浄水施設更新事業の入札参加資格確認申請を行うにあたり、別調書により申請した　（※申請している役職名（統括責任者、監理技術者）及び氏名を記入）　につきまして、入札書提出時点において　（※他の工事の監理技術者等兼任できないものを記入）　になっておりますが、本事業の開始日にはその任を離れ　（※申請している役職名（統括責任者、監理技術者）を記入）　としての職務に支障がないことを申し上げます。
なお、本事業の開始日において適切に配置できない場合は、本事業の契約の締結を辞退するとともに、そのことを理由とする指名停止等の措置を受けても異議はないことを誓約します。





配管工事の担当技術者に係る調書

	企業名称
（ＪＶ名称）
	

	件名
	九頭竜浄水施設更新事業

	配置予定の者
（複数名記入可）
	



注１　配置を予定する者について、入札書提出日以前３か月以上の直接的雇用関係が分るもの（雇用保険証の写し等）をそれぞれ添付すること。
　　　また、配水管技能者登録証（一般・耐震・大口径管）又はJDPA継手接合研修会受講証（耐大）の写し等を添付すること。
注２　本調書に複数名の者を記入して提出した場合は、提出した者の中から、本事業に配置する者を選択することができる。
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入札時必要書類一覧表

代表企業名　　　　　　　　　　　　　　　　

	様式No
	提出書類の種類
	書式
サイズ
	枚数
制限
	入札
参加者確認
	市
確認

	様式Ⅲ- 1
	入札時必要書類一覧表
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅲ- 2
	入札説明書等に関する誓約書
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅲ- 3
	入札書
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅲ- 4
	全体年次計画表
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅲ- 5
	基礎審査項目確認シート(１)(２)(３)
	A4
	3枚
	☐
	☐

	技術提案書

	様式Ⅳ- 1
	技術提案書類提出書
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 2
	技術提案書　表紙
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 3
	技術提案概要書
	A3
	3枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 4
	事業計画
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 5
	同種・類似事業の実績
	A3
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 6
	地域貢献
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 7
	環境負荷低減
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 8
	モニタリング
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ- 9
	民間提案による付加価値
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-10
	整備対象施設の配置計画
	A4
	3枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-11
	浄水施設について
	A4
	10枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-12
	電気・計装設備について
	A4
	4枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-13
	クリプトスポリジウム対策
	A4
	1枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-14
	土木構造物、建築構造物について
	A4
	3枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-15
	想定浸水深さを踏まえた浸水対策
	A4
	3枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-16
	地下水取水施設（浅井戸、深井戸）への影響
	A4
	2枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-17
	リスク管理
	A4
	5枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-18
	周辺環境への配慮
	A4
	2枚
	☐
	☐

	様式Ⅳ-19
	工事工程
	A4
	1枚
	☐
	☐


※　提出書類の種類と部数を確認し、『入札参加者確認欄』にチェックをして下さい。


令和　　年　　月　　日

入札説明書等に関する誓約書


（宛先）福井市上下水道事業管理者

代表企業
所　 在　 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代 表 者 名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


九頭竜浄水施設更新事業の入札に対する提出書類の一式は、入札説明書等に示した条件及び要求水準等を満たし、又はそれ以上の条件及び水準等であることを誓約します。





入札書

　　令和　　年　　月　　日

（宛先）福井市上下水道事業管理者



所　 在　 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代 表 者 名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

下記のとおり福井市財務会計規則ならびに入札説明書等を承諾のうえ、関係書類を添えて入札します。

	
	金
	
	
	
	億
	
	百万
	
	
	千
	
	
	円
	


ただし
件　名　　      	九頭竜浄水施設更新事業
施工(委託)場所	福井市北野下町、北野上町地係




全体年次計画表
[image: ]


代表企業名　　　　　　　　　　　　　　　

基礎審査項目　確認シート（１）
[image: ]　基礎審査項目の内容を満たしているかチェックを行い、内容を満たしている場合は「入札参加者確認」の欄に「✓」をつけて下さい。

（様式 Ⅲ-5　つづき）

基礎審査項目　確認シート（２）[image: ]
基礎審査項目の内容を満たしているかチェックを行い、内容を満たしている場合は「入札参加者確認」の欄に「✓」をつけて下さい。

（様式 Ⅲ-5　つづき）

基礎審査項目　確認シート（３）
[image: ]　基礎審査項目の内容を満たしているかチェックを行い、内容を満たしている場合は「入札参加者確認」の欄に「✓」をつけて下さい。
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令和　　年　　月　　日

技術提案書類提出書




（宛先）福井市上下水道事業管理者


代表企業
所　 在　 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代 表 者 名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞



九頭竜浄水施設更新事業の入札説明書等に基づき、技術提案書類一式を提出します。




[bookmark: _Toc35956340]






九 頭 竜 浄 水 施 設 更 新 事 業




技術提案書















　　　　　　　　代表企業名※


グループ



※　代表企業名は正本のみ記載し、副本へは受付記号を記載して下さい。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	技術提案概要書

	本事業に伴う技術提案の概要や特色、セールスポイントについて記載して下さい。
　

　　※本様式は、技術提案の骨子や考え方を理解する資料として、提案書説明（ヒアリング）の際に用いる資料です。簡潔に分かり易く記載して下さい。












[bookmark: _Toc150872434]１．事業全体に関する事項



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	事業計画

	本事業について、以下の内容を記載して下さい。
・事業実施にあたっての基本方針
・実施体制及び各企業の役割分担

（添付資料）
実施体制、企業間の役割分担に係る証明書類等（A4　適宜枚数）●評価の視点
・市の方針に沿った提案か評価する。
・共同企業体の協定書及び協力企業の協力表明書に類する書面に基づき、各企業の役割分担が明確であるか評価する。







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	同種・類似事業の実績

	国内の水道事業に関するＰＰＰ/ＰＦＩ事業（ＤＢ方式も含む）において、参画した実績（平成１８年４月１日から入札公告日までに事業完了しているもの、または建設工事開始から１年以上経過したもの）を最大１０件記載して下さい。

（添付資料）
事業の概要がわかる資料（事業概要書、パンフレット等　適宜枚数）
●評価の視点
・国内の水道事業に関するＰＰＰ/ＰＦＩ事業（ＤＢ方式も含む）における参加実績の規模、浄水方式及び件数等を総合的に評価する。






	No.
	事業名称
	発注者
	事業期間
	事業方式
	浄水方式※
	施設能力
	実績提示企業名と役割
	特記事項／本事業への貢献

	
	
	
	
	
	急速ろ過
	緩速ろ過
	膜ろ過
	その他
	
	
	

	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	6
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【記載要領】
・事業名称 : 正式名称を記載してください。
・発 注 者 : 当該事業の発注者名を記載してください。
・事業期間 : 事業開始年月から完了年月、又は現在継続中の場合は「平成○○年〇月～現在」のように和暦で記載してください。
・事業方式 : DB、DBO、PFI、コンセッションなど、該当する事業方式を記載してください。
・浄水方式 : 該当箇所に〇印をつけてください。なお、その他の場合は浄水方式を記載してください。
・施設能力 : 浄水処理能力（例：〇〇m³/日）など、施設の主要な能力を記載してください。
・実績提示企業名と役割 : 当該実績を提示する企業名を記載し、その企業が当該実においてどのような役割（代表企業、構成企業として設計、施工、維持管理など具体的な担当業務）を
担ったかを明確に記載してください。
・特記事項／本事業への貢献 : 当該事業における貴社の主要な貢献内容、直面した課題と解決策、発注者からの評価内容（表彰等、事業終了後の成績・評定、建設工事が完了した時点の
成績・評定）、又は九頭竜浄水施設更新事業に特に資すると考える知見やノウハウについて、該当する内容があれば簡潔に記載してください。
・添付資料 : 上記一覧表に記載した各実績について、事業の概要がわかる資料（例：事業概要書、パンフレット等）を添付してください。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	地域貢献

	事業期間における市内企業の活用について、以下の内容を記載して下さい。
・地域経済活性化（資機材の調達先等）への配慮
・地域や社会へ配慮した内容について

（添付資料）
・関心表明書（適宜枚数）●評価の視点
・市内業企業の活用や連携について、具体的に明示されているか評価する。
・地域や社会への配慮について、優れた提案か評価する。






（様式 Ⅳ-6　添付資料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ

令和　　年　　月　　日

関　心　表　明　書



（宛先）【入札参加グループ名】


所　 在　 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代 表 者 名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


当社は、「九頭竜浄水施設更新事業」について、貴グループが提案する事業方針に関心があることを表明します。
貴グループが当該事業を落札し、事業者となった場合は、事業が円滑に推進されるよう、業務の実施にあたり協力いたします。













　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	環境負荷低減

	環境負荷低減策について、以下の内容を記載して下さい。
・ＣＯ２排出削減について
・建設副産物について●評価の視点
・福井市環境基本計画に沿った提案となっているか評価する。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	モニタリング

	事業期間中のセルフモニタリングについて、以下の内容を記載して下さい。
・設計及び工事期間中のセルフモニタリングの方法
・市のモニタリングへの協力方法●評価の視点
・設計及び工事の品質確保のためのセルフモニタリング方法が適切かつ具体的か評価する。
・市のモニタリングへの協力方法が適切かつ具体的か評価する。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	民間提案による付加価値

	民間提案による付加価値について記載して下さい。●評価の視点
・市に対して有効的な提案か評価する。











[bookmark: _Toc150872436]2．設計・工事業務に関する事項



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	整備対象施設の配置計画

	本事業における整備対象施設の配置計画について、以下の内容を記載して下さい。
・全体配置計画
・非常時対応

（添付資料）
・全体平面図（A3　1枚）●評価の視点
・今回の整備対象施設が無理なく配置され、敷地を有効的に活用できているか評価する。
・運転維持管理動線、見学者動線が適切か評価する。
・災害対策、緊急時対応を考慮した配置計画となっているか評価する。






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	浄水施設について

	本事業における浄水施設について、以下の内容を記載して下さい。
・浄水フロー
・機械設備計画概要について
・設備の仕様
・維持管理性への配慮
・将来の機器更新を考慮した配置

（添付資料）
・水位高低図（A3　1枚）
・容量計算書●評価の視点
・本事業における浄水施設設備は、安定した運転、効率的な運転が可能かどうか評価する。
・原水水質の変動に対する対策が適切か評価する。
・今回整備内容に加え、将来の更新に配慮しているか評価する。
・適切な浄水処理を行うための逆洗方法等が適切か評価する。
・維持管理性、危機管理及び省エネルギー性が適切か評価する。
・機器の配置に関して、将来の更新を考慮しているか評価する。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	電気・計装設備について

	電気・計装設備について、以下の内容を記載して下さい。
・受変電設備の形式（屋内・屋外）
・維持管理性への配慮
・将来の機器更新を考慮した配置
・既設中央監視設備との接続方法

（添付資料）
・単線結線図、機器配置図、システム構成図、計装フローシート（A3　10枚以下）●評価の視点
・受変電設備の形式が適切か評価する。
・管理動線が適切か評価する。
・機器の配置に関して、将来の更新を考慮しているか評価する。
・既設中央監視設備との接続において、省配線や信頼性の考え方が適切か評価する。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	クリプトスポリジウム対策

	クリプトスポリジウム対策について、以下の内容を記載して下さい。
・基本的な考え方
・ろ過池濁度の計測方法
・計測値の測定精度●評価の視点
・クリプトスポリジウム対策の考え方が適切か評価する。
・ろ過池濁度の計測値に関して、測定精度が適切か評価する。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	土木構造物、建築構造物について

	土木構造物、建築構造物について、以下の内容を記載して下さい。
・耐震性及び耐久性
・周辺の景観への配慮
・品質管理、維持管理性への配慮

（添付資料）
・外観イメージパース（フェンス、植栽等も含む）（A3　2枚以下）●評価の視点
・構造形式、基礎形式に関して、耐震性及び耐久性確保が適切か評価する。
・土木構造物、建築構造物に採用する部材及び仕上げは、耐久性、維持管理性に配慮しているか評価する。
・周辺の景観に配慮した外観デザインとなっているか評価する。
・施工における品質管理の手段や方法が適切か評価する。
・ランニングコストの低減に配慮しているか評価する。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	想定浸水深さを踏まえた浸水対策

	想定浸水深さを踏まえた浸水対策について、以下の内容を記載して下さい。
・浄水処理機能の継続性・安定性
・電気設備の浸水対策と安全性確保
・対策の実現性・維持管理性・経済性●評価の視点
・浄水処理機能の継続性および浸水後の早期復旧を含め、安定給水を確保するための対応が適切か評価する。
・想定浸水深さに対する保護および二次災害防止を含めた安全確保の対応が適切か評価する。
・提案された浸水対策について、実現可能性、維持管理性および経済性を踏まえた対応が適切か評価する。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	地下水取水施設（浅井戸、深井戸）への影響

	建設工事に伴う九頭竜浄水場地下水取水施設（浅井戸、深井戸）への影響について、以下の内容を記載して下さい。
・工事の実施に伴い想定される地下水取水施設への影響
・上記の対策●評価の視点
・地下水取水施設への影響を適切に想定しているか評価する。
・上記で想定した影響に対する対策が適切か評価する。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	リスク管理

	既存の浄水施設から新設浄水施設への切替工事の際のリスク管理について、以下の内容を記載して下さい。また、建設工事期間中において、災害（地震、台風等）が発生した場合のリスク管理についても記載して下さい。
さらに、近年重要性が増しているセキュリティリスク（不審者やドローンを用いたテロ行為、情報の機密性）への対策についても具体的に記載してください。
・新旧浄水施設の具体的な切替手順について
・切替工事に伴う水質悪化（赤水、濁度等）を抑制する方法について
・切替工事で不具合が発生した際の対応について
・貴社の災害時の体制、人員配置計画、資材調達計画
・セキュリティ対策（物理的セキュリティ、情報セキュリティ、緊急時対応計画）●評価の視点
・既存浄水施設から新設浄水施設への切替の際に、浄水場の運用に支障を及ぼさないように配慮した適切な手順であるか評価する。
・水質悪化を抑制する方法が適切か評価する。
・不具合が発生した際の対応について適切か評価する。
・災害時の体制、人員配置、資材調達方法が適切か評価する。
・各種セキュリティ対策が適切か評価する。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	周辺環境への配慮

	建設工事期間中において周辺環境へ配慮する事項について、以下の内容を記載して下さい。
・建設用地周辺の公道における車両通行への影響
・近隣住民への配慮●評価の視点
・車両通行への影響（渋滞等）に配慮しているか評価する。
・施工時の騒音・振動への対策が適切か評価する。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ
	工事工程

	工事工程について、以下の内容を記載して下さい。
・工程表（許可申請、事務手続き及び設計、工事、試運転、完成検査等）
・施工に対する基本的な考え方

（添付資料）
・詳細工程表（各年度の出来高率（％）を記載すること）（A3　1枚）●評価の視点
・安全な施工を進められる体制構築と適切な工程設定がなされているか評価する。
・関連する工事との調整について配慮がなされているか評価する。













[bookmark: _Toc150872437]様式Ⅴ．入札参加申請を辞退する場合


[bookmark: _Toc35956358][bookmark: _Toc2609679][bookmark: _Toc2609754][bookmark: _Toc2610450]（様式 Ⅴ）
令和　　年　　月　　日

（宛先）福井市上下水道事業管理者


所　 在　 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代 表 者 名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


入　札　辞　退　届



　　件　名　　　　　　　　　九頭竜浄水施設更新事業　　　　　　　　　　　　　　　

　　施工（委託）場所　　　　福井市北野下町、北野上町地係　　　　　　　　　　　　　　　　


上記について参加表明書を提出しましたが､都合により入札を辞退いたします。


image3.emf
審査

対象

基礎審査項目

入札

参加者

確認

市

確認

避雷対策が行われていること。 □ □

受変電設備は、新管理棟完成（令和２５年度頃）までの仮設電源とする計

画であること。

□ □

無停電電源装置の停電補償時間は３０分以上であること。 □ □

計装設備について、既設設備と同等以上となるような提案がされているこ

と。

□ □

コントローラ、マンマシンインターフェースとしてＬＣＤ監視制御装置で

更新されることを想定した検討が行われていること。

□ □

急速ろ過池において、各池の水質を計測する提案がされていること。 □ □

土木構造物及び建築構造物の建設において、以下に示す耐震性能を有して

いること。



□ □

構造物及び設備については、以下に示す耐用年数以上が維持できているこ

と。



土木構造物及び建築構造物は鉄筋コンクリート造であること。または、鉄

筋コンクリート造と同等以上の耐用年数を有すること。

□ □

施設の維持管理を考慮したメンテナンススペースについて配慮されている

こと。

□ □

基礎形式は、計画地盤の性状、支持層、基盤層を考慮した工法、構造であ

ること。

□ □

土木構造物について、上屋を設けてあること。（雨水調整池は除く） □ □

様式Ⅳ-12　電気・計装設備について

様式Ⅳ-14　土木構造物、建築構造物について

様式Ⅳ-13　クリプトスポリジウム対策

設計･工事

提案書の

つづき

分類 要求する耐震性能

土　木

構造物

重要度：ランクＡ１

レベル１地震動に対して耐震性能１

レベル２地震動に対して耐震性能２

建　築

構造物

耐震安全性の分類：Ⅱ類

対象施設 法定耐用年数

土木構造物 60年

建築構造物 50年

機械・電気設備 地方公営企業法に準じる

配管 40年


image4.emf
審査

対象

基礎審査項目

入札

参加者

確認

市

確認

建築物等の仕上げ種別について、耐久性、コスト、メンテナンス性を考慮

したものであること。

□ □

建築物等において、換気、空調、給排水、照明、コンセント等の設備が設

置されていること。

□ □

本施設の空気環境（多湿、塩素を多く含んだ空気等）に応じた適切な換気

計画が立案されており、結露等の対策が行われていること。

□ □

手摺、階段、人孔蓋等の金物類はステンレス製、又はステンレス製と同等

以上の強度、耐久性を持ち、設置環境に配慮した材質であること。

□ □

景観に配慮した場内整備として、植栽などが提案されていること。 □ □

想定浸水深さ（最大で３.０ｍ未満）を踏まえて、浸水対策がなされてい

ること。

□ □

既存浄水場の機能を理解するとともに水運用状況を把握し、工事実施時に

おいて、できる限り影響を低減するための提案がされていること。

□ □

既存浄水場の機能を理解するとともに水運用状況を把握し、工事実施時に

おいて、できる限り影響を低減するための提案がされていること。

□ □

本工事の実施から完成後の維持管理、運用に至るまでの浄水場施設、設備

及び関連する情報資産について、セキュリティ対策が講じられているこ

と。また、テロ行為などに対するセキュリティ確保のための方法が選定さ

れていること。

□ □

既設管との接続は不断水工法にて行われていること。 □ □

新設管と既設管との交差部は、基本的に新設管を下越しとしていること。

また、必要な箇所には空気弁が設置されていること。

□ □

新設着水井への流入は、西側の既設導水管より不断水分岐によって布設さ

れていること。

□ □

周辺の生活環境（騒音・振動・悪臭及び交通等）に配慮した施工計画が提

案されていること。

□ □

令和１５年３月３１日までに、全ての工事が完了し引渡しが行える工事工

程になっていること。

□ □

設計･工事

提案書の

つづき

様式Ⅳ-15　想定浸水深さを踏まえた浸水対策

様式Ⅳ-16　地下水取水施設（浅井戸、深井戸）への影響

様式Ⅳ-17　リスク管理

様式Ⅳ-18　周辺環境への配慮

様式Ⅳ-19　工事工程


image1.emf
（単位：千円）

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度

土木工事

着水井、薬品混和池、薬品沈澱池

急速ろ過池

中間ポンプ井・薬注棟

場内整備工事（造成盛土含む）

雨水調整池整備工事

建築工事

着水井、薬品混和池、薬品沈澱池

急速ろ過池

中間ポンプ井・薬注棟

管工事

配管工事

着水井設備

混和地設備

フロック形成池設備

薬品沈澱池設備

急速ろ過池設備

中間ポンプ井設備

サンプリング系統

計装設備

受変電設備（仮設）

運転操作設備

中央監視設備（改造）

事前調査

実施設計

設計に伴う各種申請資料作成

本工事で発生する廃棄物等の処理及び処分

建築確認申請に必要な書類作成

土壌汚染対策法関連申請に必要な書類作成

※　消費税、地方消費税及び物価変動を除いた額を記入してください。

※　４月～翌年３月の１年間の費用を記入してください。

※　その他については、可能な範囲で具体的に記入してください。

※　金額は、千円未満は切捨てで記入してください。

その他費用　計

合　計

建築工事費 　計

薬品注入設備

（ポリ塩化アルミニウム、苛性ソーダ、次亜

塩素酸ナトリウム）

実施設計業務

実施設計業務費　計

その他

電気・計装設備工事

電気・計装設備工事費　計

その他事業の実施に必要となる申請に必要な

書類作成

管工事費　計

機械工事

機械工事費　計

区分 項目 合計

土木工事費 　計
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審査

対象

基礎審査項目

入札

参加者

確認

市

確認

同一事項に対する２通り以上の提案又は提案事項間の齟齬、矛盾等がない

こと。

□ □

様式集に従った構成（項目の構成、枚数制限等）になっていること。 □ □

工事取合い条件を満たした提案がされていること。 □ □

場内整備として、舗装されていること。なお、舗装構成は既設と同等であ

ること。

□ □

既設用地と新設用地間にある水路への接続までを事業範囲としているこ

と。

□ □

雨水調整池が設置されていること。 □ □

市及び地元等の要請に応じた見学者対応について、提案がされているこ

と。

□ □

施工ヤードや工事搬入路等を考慮した提案がされていること。 □ □

九頭竜浄水場の計画浄水量は６０,４８０ｍ

3

/日、平均浄水量は３３,２８

０ｍ

3

/日であること。

□ □

着水井の滞留時間は計画浄水量の１.５分以上とし、２池設置されている

こと。また、苛性ソーダ・前次亜を注入できること。

□ □

急速混和池の混和時間は計画浄水量の１～５分程度とし、２池設置されて

いること。また、ＰＡＣを注入できること。

□ □

フロック形成池の滞留時間は計画浄水量の２０～４０分間とし、２系列を

分割し４池以上であること。

□ □

薬品沈澱池の滞留時間は計画浄水量の６０分以上とし、２池×２系統の全

４池設置されていること。

□ □

急速ろ過池は重力式ろ過池とし、単層式ろ過池であること。また、池数は

８池であること。

□ □

中間ポンプ井の滞留時間は３０分以上とし、２池であること。また、中間

ポンプは４台（内１台予備）とし、機器形式は、陸上ポンプの横型両吸込

渦巻ポンプであること。

□ □

薬品注入設備の凝集薬品としてＰＡＣと苛性ソーダが採用されているこ

と。また、消毒用薬品として次亜塩素酸ナトリウムが採用されているこ

と。

□ □

凝集薬品及び消毒用薬品の貯蔵槽は２槽とし、円筒型密閉槽であること。

また、ＰＡＣ及び苛性ソーダの貯蔵槽は一日平均注入率の３０日分以上、

次亜塩素酸ナトリウムの貯蔵槽は１０日分以上であること。

□ □

共通

事項

様式Ⅳ-10　整備対象施設の配置計画

様式Ⅳ-11　浄水施設について

設計･工事

提案書


